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デジタル空間に移行する大学教育 

船守 美穂＊ 

 
 大規模公開オンライン講座（MOOC）は 2012 年に米国のエリート大学を中心に生み出され，世界的に一世を風靡した。この動きは，

cMOOC，反転授業，パーソナライズド学習，ラーニング・アナリティクス，高等教育のアンバンドリングなど，デジタル時代の新たな学

習方法にスポットライトを当てていったが，これは振り返ってみると，これまでの計算機やインターネットの発達とともに幾たびとなく取

り上げられては，消え入っていた取り組みであった。しかし時代の進行とともに，これら取り組みは実質度を増し，着実に社会に定着して

いる。本稿では，MOOC を軸に，これらデジタル時代における大学教育の学習形態等について紹介し，近未来の大学教育像を提示する。 
キーワード：デジタル時代，大学教育，大規模公開オンライン講座（MOOC），連結主義，反転授業，ブレンド型学習，ラーニング・アナ

リティクス，パーソナル学習，アダプティブ学習，高等教育のアンバンドリング 
 

1．はじめに－授業の電子化の概観 

本誌「情報の科学と技術」で編集を担当されている方が

見えられて，今回は「学術情報の電子化」を特集とするの

で，近年，世界的に一世を風靡した「大規模公開オンライ

ン講座（MOOC）」を中心に，それが高等教育にどのよう

な影響を与えるか，「授業の電子化」について執筆を依頼し

たいとあった。論文や書籍，データなどの研究面に関わる

学術の電子化については既に色々な側面から本誌で取り上

げているが，MOOC の動向をみて，とうとう教育面にも電

子化の流れがやってきたと思ったという。 
授業の電子化は何も MOOC に始まったわけではない。

古くは 1950 年代から，人間の学習過程や「分かった！」

という理解のプロセスを理解し，人間の学びに役立てよう

とする認知科学や学習科学の分野で，計算機の出現ととも

に，これを用いて人間の学習を可視化し，人間の学習を支

援しようとする取り組みが綿々と続けられている。これは，

B.F.スキナーの，うまくできるとご褒美が得られ，失敗す

ると罰が代わりにあるというオペラント条件付けを用いた

ティーチング・マシンに始まり，学習者ごとの理解に応じ

た学習内容を提供する教育プログラムが N.A.クラウダー

等により，コンピュータ支援教育（CAI，computer-assisted 
instruction）として開発されている。また，コンピュータ

やネットワークの発展とともにこの試みは CBT
（ computer-based training ） や WBT （ web-based 
training）に移行し，1990 年代からは e-ラーニングと総

称されるようになっている。最近ではあらゆる教育・学習

活動がコンピュータの利用やオンライン上の活動を伴うた

め，「e-ラーニング」という言葉の定義が曖昧になってきて

いるとも言われている。 

教材の電子化も進んでいる。教科書や学術書の電子化に

ついては本誌特集で別の方が取り上げるので説明を省く

が，こうした，ある学問領域を体系的に記述しきった教材

の電子化より以前から，教員や学習者が簡易的に用いるプ

リント等の補助教材の多くが現在では電子化されている。

というより，初めから電子的に作成され，電子的に流通し

ている。まめな教員のホームページ等には講義ノートや授

業で用いたパワーポイント・スライド，課題やその説明な

どが公開されている。また，大学によってはラーニング・

マネジメント・システム（LMS）を整備し，科目毎に教員

と学生が教育・学習活動に共同利用できる場を提供してい

る。LMS は教員から学生への連絡や教材，課題の提示に利

用され，学生からは課題の提出や電子掲示板等を利用した

共同学習，自身の学習過程の記録や確認の場として用いら

れる。学生の学習活動に対して教員からコメントすること

もできる。こうして考えると，パワーポイントが出始めた

当初の 1990 年代前半にこのソフトを授業で使うことが複

数の国で政策課題とされ，たとえばシンガポールの大学で

は各教員にこれの使用義務が課されたのは隔世の感があ

る。 
教材の電子化が進むと，これを自身の教育活動のために

作成した教員の元に留めるより，多くの人で共有できる方

が，利便性が高いといった考えが生まれてくる。類似の教

材を世界中の教員が重複作成するのは不合理であるし，よ

り良くできた教材があるのであれば，それを活用した方が

学習効果も上がる可能性がある。また，教育へのアクセス

が制限された地域や国に，良質な教材へのアクセスを提供

することも意義のあることである。このような思想のもと，

ユネスコが 2002 年から「オープン教育リソース（OER）」

という旗印のもと，教材を世界的に共有し，自由に利用で

きるという運動を推進している。この運動を触発したのは，

MIT が 2001 年に発表し 2002 年から開始した「オープン

コースウェア（OCW）」である。MIT が大学教育に用いる

シラバスや講義ノート，ときには講義ビデオを無償でイン
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ターネットに公開するというこの取り組みは世界を震撼さ

せ，世界の多くの大学がこれに取り組むに至った。日本に

おいても日本オープンコースウェア・コンソーシアム

（JOCW）が立ち上がり，現在では 23 大学 16 機関が参加

する取り組みとなっている。 
さて，このように授業の電子化はすでに歴史をもって極

めて幅広い活動が成し遂げられているが，これらは多くの

場合，物理的空間における教育・学習活動の一部を電子的

な媒体で置き換えるに留まっており，旧来から行われてい

る授業の形態を根幹から変えるものには至っていない。し

かし，インターネットを基盤としたデジタル空間は，旧来

からの教育活動のあり方を根底から変える可能性を秘めて

おり，実際，そうした可能性を追求する試みも行われてい

る。 
本稿では，インターネットを基盤としたデジタル空間に

おける大学教育について，物理的空間における旧来からの

教育活動が根幹から変わる可能性の側面に着目して，論じ

る。 

2．ネット上の分散知を連結して新しい知を創出す

る学習法 

インターネット上に知識が一定以上に集積すると，従来

のように，学習者一人一人が知識やスキルを身につけるこ

と以上に，他者の有する知識等を引きだし，複数の知識を

組み合わることができることの方が，学習活動において重

要になる。同時に，デジタル時代において学習活動は，こ

れまでの公教育のように段階を追ってなされるのではな

く，時間的にも内容面においても不連続かつランダムに行

われる色彩が強まる，ということを理論的に唱えたのは，

G.シーメンスと S.ダウンズ，D.コルニエである。これは「デ

ジタル時代における学習理論：連結主義（Connectivism）」

として，2005 年に G.シーメンスにより発表されている。

シーメンスらは，これまでの学習理論である行動主義，認

知主義，構成主義がいずれも，インターネットや ICT が発

達する以前に理論化されたものであり，学習者個人の内在

的学習過程に着目したものであるのに対して，学習活動が

学習者と他者との間の相互作用においておきるインター

ネット上の外在的学習過程は，これら理論では説明できな

いと主張した 1)。 
シーメンスらの提唱する「連結主義」に基づく学習過程

が，従来からの学習理論で説明できないかについては議論

の分かれるところであるが（たとえば，A.バンデューラの

社会学習理論（1963 年提唱）は，学習者が社会を観察する

ことから学ぶ学習過程を理論化している），この理論が，イ

ンターネットを基盤とするデジタル時代における学習過程

をうまく説明していることについては，一定の評価が得ら

れている。 
さて，シーメンスらはその後 2008 年から，この連結主

義に基づいた学習実験を，世界から 2200 名の参加を得て，

実際に行っている。連結主義では，人々がインターネット

上で意見交換をすることを通じて新しい知が創出されるこ

とを期待しているため，そのような学習活動をシステマ

チックに組み込んだ講座を設計した 2)。具体的には，たと

えば第一週には「インターネット時代における新しい学習

形態の在り方について議論すること」と問題提起のみをし，

これに関する検討は受講者に任せる。受講者は，受講者同

士で意見交換をするのでもよいが，これに縛られる必要は

なく，家族や職場の同僚，友人等と議論をすることも許さ

れている。議論する場についても制限はなく，メールやツ

イッター，フェイスブック，ブログなどのインターネット

空間，あるいはカフェや自宅などの物理的空間で行うので

も良い。議論された内容は逐次 RSS フィードにより，講座

の開設されているウェブに集約される。これを講座開設者

やボランティアで講座運営に関わる受講者等がある程度整

理し，次週はたとえば「インターネット時代における学習

の課題について」などといった課題を提起する，といった

形で分散知を連結していく学習は進んでいく。「みんなの意

見は案外正しい（“The Wisdom of the Crowd”）」という群

衆の叡智を洞察した J.スロウィッキーの著書 3)があるが，

インターネット上の「教えて！」等のサイトで広く用いら

れるようになったこの手法を，学習活動に用いたわけであ

る。 

2008 年に開始された，このインターネット上の学習実験

は実は，「MOOC（Massive Open Online Course）」とシー

メンスらにより名付けられていた。大人数の受講者がおり

（massive），誰でも自由に参加できる（open），オンライン

上の講座であったからである。他方この講座は，2012 年に

MIT やスタンフォード大学などの世界のエリート大学が

開始した大規模公開オンライン講座（MOOC）と全く思想

を異とする。シーメンスらの MOOC がインターネット上

で人々が自由につながり，新しい知を創出できる可能性を

最大限に追求したのに対して，エリート大学の MOOC は，

基本的には物理的な教室における大学講義をそのままイン

ターネット空間に移行したもので，講義ビデオに課題，最

終試験で構成されていた。このため，エリート大学が取り

組みを開始し，自らの試みを MOOC と呼び出したとき，

シーメンスらはこれに反発し，自らの MOOC を cMOOC

図 1 ネット上で分散された学習空間 
（出典）The MOOC Guide, “03. CCK08 – The Distributed 

Course” 
https://sites.google.com/site/themoocguide/3-cck08---t
he-distributed-course 
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（connectivist MOOC）と呼び，それに対してエリート大

学の MOOC を xMOOC と呼んだ 4)。xMOOC の“x”は，

「○○の外」を意味する“ex-”から来ており，講義がキャ

ンパスの外に持ち出されていることを意味する。MIT が

ハーバード大学とともに開始した MOOC プラットフォー

ムが「edX」という名称で，“x”を使っていたことにも由

来する。 

3．大学の解体につながる xMOOC 

シーメンスらの cMOOC は真に時代を先駆けた試みで

あったが，強烈なインパクトをもって全世界的に広まった

のは xMOOC の方であった。これに最も強く作用したの

は，そのブランド力である。この MOOC を開始したのは

スタンフォード大学の教員（“Coursera”や“Udacity”な

どの MOOC プラットフォームを開設）と，MIT とハーバー

ド大学の両大学（“edX”を開設）である。こうした世界の

なかでも最もトップランクに位置する大学やその教員が

MOOC を開始した上，これに参加できるメンバー大学を世

界のトップランクの大学に限ったことから，ブランド性が

増した。もう一つ，このエリート大学による MOOC がイ

ンパクトを持ったのは，この MOOC で大学の単位を得ら

れる，という前評判が広まったためである。これらエリー

ト大学に入学しなくても，これらエリート大学の単位を取

得できる。ということは，この単位を積み上げることによ

り，入学もしなければ，授業料も払わずに，当該エリート

大学の学位が取得できるのではないか，という期待が世界

に広まった。有力大学の学位が就職に有利なのは世界共通

である。MOOC は，自分が学位を取得した大学の既存のヒ

エラルキーを乗り越え，社会的チャンスを約束する手段と

思われた。 
結局 MOOC は，開設大学による単位には基本的にはつ

ながらず，MOOC 開設大学による修了証，あるいは受講者

の所属する大学による単位認定に留まっている。しかし，

MOOC を成り立たせるビジネスモデルを模索する過程で，

MOOC の修了証をもって企業のリクルーティングにつな

げる試みが，MOOC プラットフォームである“Coursera”
や“edX”により行われている 5)。特に IT 関連業界におい

ては，優れた IT 人材を養成する適切な大学の教育プログ

ラムがないこともあって，IT 企業側の期待も大きく，グー

グル社やAT&T等の IT関連企業が大学等と連携しMOOC
を開設し，優れた IT 人材の育成に努める例が見られる 6)7)。

MOOC を企業のリクルーティングにつなげる試みは，IT
関連分野も含め，十分には進展しなかったが，このような

動きがあったことは特筆に値する。 
MOOC がこのように実世界に影響を及ぼしつつある一

方で，MOOC は特に初期の頃，大学側には存続の危機のよ

うにも受け止められた。まず中堅以下の大学については，

エリート大学による「高品質な（?!）」MOOC がこれら大

学を代替するため，不要となると言われた 8)。また，MOOC
を提供するエリート大学にとっても，これまで大学キャン

パスと一体不可分であった大学講義がキャンパスから独立

し，学習者が自身のニーズに応じて教育課程を編成できる

ようになるため，教員は必要であっても，キャンパスの存

在する必然性はないのでは，と言われるようになった。こ

うした現象を「高等教育のアンバンドリング」という。ア

ンバンドリングは，デジタル財において起こりやすい現象

で，たとえば複数の楽曲が一つのアルバムとして CD 等と

して販売されていたものが，iTunes の出現により楽曲単位

で流通し，消費者が自分の好みでアルバムを編成できる状

況を指す。MOOC を通じて高等教育に起きているのは，ま

さに同じ現象であるとされ，MOOC は「高等教育の破壊的

イノベーション」とも呼ばれた 9)。 

MOOC の信用力は企業等において結局，大学の学位や単

位と同等とみなされるには至っていないため，「高等教育の

アンバンドリング」というほどの大袈裟な現象には概ね

至っていない。しかし，MOOC などのオンライン教育モ

ジュールにより，学生が自由に自分の必要や興味に応じて

教育課程を構成できるという発想は残り，たとえば MIT
は 2014 年 7 月に「MIT の教育の将来」という構想を発表

し，この発想を全面的に支持した教育体系を今後模索する

としている 10)。また，テーマを絞り，数週間に集中させた

MOOC の方が効果的であったことから，この報告では，一

学期 15 週間に縛られることなく，学習内容に応じて長短

の教育モジュールがあっても良いとしている。こうした教

育課程の柔軟化の発想は全米に広まり，大学の一単位を規

定するカーネギー・ユニット（一単位＝約 15 週間各週 3
時間の学習（講義 1 時間＋予習・復習 2 時間））の見直し

作業が行われたほどである。この見直しについては結局，

時間で規定する以上に，学生の学習を規定できる適切な指

標が見つからないことを理由に，当面のあいだの継続使用

が謳われたが 11)，こうした教育のモジュール化や短縮化，

柔軟な組み合わせといったアイディアが全米に与えたイン

パクトは大きい。 
 

4．デジタル空間と連結した物理空間の授業 

MOOC は，「高等教育のアンバンドリング」といった言

葉を生み，大学の存在意義の検討につながったが，一方で

学生の側からは，MOOC に対する批判が生まれた。高等教

図 2 高等教育のアンバンドリング（イメージ図） 
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育財政が逼迫し，卒業時の学生ローンが 1000 万円相当を

越すといったことが社会問題となるほど大学の授業料が高

騰し 12)，それを学生が負担しているにもかかわらず，大学

はその収入を大学教育を改善することに使うのではなく，

学外の世界のMOOC受講者を教育するのに使用している。

MOOC の開発費用は世界の大学の報告によると概ね

1MOOC あたり 1000-3000 万円相当かかると言われてお

り 13)，こうした学生の批判は正しい。このような問題提起

をしたのはコーネル大学やテキサス大学の学生であった

が 14)，この批判を機に，大学側も MOOC を学外の受講者

だけでなく，学内の教育をより良くするために使用すると

説明するようになった。 
具体的には，「反転授業」あるいは「ブレンド型学習」と

いった方法で，MOOC が大学教育に取り込まれるように

なった。最もシンプルな方法としては，MOOC を自宅で予

習してきてもらい，授業中は，学生がその単元の知識をす

でに理解していることを前提に，その土台に立ってグルー

プ討論をしたり，演習問題を解いたりする。授業の形態と

して，知識伝授のみのために忙しい学生が一堂に会し，教

員の話を静かにきいている意味はあまりないが，授業中に

同級生や教員と知的交流をするためであれば，教室に皆が

集まる意味がある。たとえば，議論を通じて，ある問題を

多角的な視点で吟味をしたり，難しい演習問題を同級生や

教員に質問できる環境で解いたりすることができる。この

授業形態は，21 世紀の学習において強調される，コミュニ

ケーション能力やチームワーク力を育成することにも資す

る。MOOC により大学不要論が表出するなか，大学の存在

意義を示す上でも，有効な手段である。 

必ずしも大学の存在意義を示すためではないが，このよ

うな議論を背景として，また，授業中に協働学習を促す「反

転授業」や「ブレンド型学習」こそが，21 世紀の学びの理

想型であると共感して，これを組織的に推進する大学が現

れた。前述の「MIT の教育の将来」も基本的にはオンライ

ン教育モジュールを多用し，よりインタラクティブな授業

や学習形態を想定している。また，香港科学技術大学や韓

国科学技術院もそれぞれ，学部授業の 2－3 割をブレンド

型学習に移行するという目標をたて，大学戦略としてこれ

を推進している 15)16)。個々の教員においても，こうした「反

転授業」や「ブレンド型学習」の理念に共感して，これに

自発的に取り組む教員が世界各国ででてきた。各大学の教

育開発センターなども，「反転授業」や「ブレンド型学習」

の方法に関するセミナーを開催したり，これの実施を支援

したりするなど，これを積極的に推進している。 
MOOC 自体は現在，本家本元の米国では勢いが失われつ

つあるが 17)，「反転授業」や「ブレンド型学習」は MOOC
などの一時的なブームと違い，21 世紀のニーズを反映した

教育・学習方法であるため，取り組みが引き続き拡大して

いる。同時に，これまで物理的キャンパスを有する伝統的

な大学はオンライン教育を前面に出すことはあまりなかっ

たが，MOOC を契機として，オンライン教育も高等教育を

提供する一つの有用な手段であるという認識が広まり，

MOOC ではないがオンライン教育一般を模索する動きも

加速している。 
なお本節で示した「反転授業」や「ブレンド型学習」は，

一科目のなかでデジタル空間と物理空間における学習活動

を有機的につなぎ合わせようとする試みであるが，デジタ

ル空間における社会経済活動が一般に拡大するなか，より

積極的に，デジタル空間にあるバーチャル・キャンパスと

物理的キャンパスをつなぎ合わせよう，といった目標を掲

げる大学が出てきている。たとえばスウェーデン王立工科

大学（KTH）は「ビジョン 2027」を 2012 年にとりまとめ，

2027 年にはバーチャル・キャンパスと物理的キャンパスと

を同程度の重要度にするとしている 18)。 

5．パーソナル化される学習活動 

「反転授業」や「ブレンド型学習」にせよ，MOOC やオ

ンライン教育一般にせよ，オンライン教育モジュールが学

習活動に用いられるようになると，学習者の学習活動が可

視化されるようになる。学生の成績や学習到達度が可視化

されるだけでなく，学習活動の一挙一動がビッグデータと

して記録されるようになる。どのオンライン教育ビデオを

何分みたか，どこの箇所を繰り返しみたか，どこをスキッ

プしたか，電子掲示板等でどの程度発言をしたか，どのよ

うなキーワードを多用したかなどが把握されるのである。

また，個々の学習者の学習過程が可視化されるだけでなく，

これを統計解析することにより，学習者全体の動向や分布

の広がりが把握され，この分析結果は，教育プログラムの

改善に用いることもできる。また，個々の学習者に対する

個別の学習支援に活かすこともできるようになる。 
学習者の学習活動を可視化し，これを学習支援や個々の

学習者の特性に応じた教育プログラムの提供（パーソナラ

イズド学習，アダプティブ学習）に活かすといったアイディ

アは，コンピュータを用いた学習ツールが開発された当初

からあったことは，冒頭に触れた通りである。その時点か

ら半世紀以上たった現在でも，これが試行されている。し

かし当時と異なるところが二点ある。 
一つは技術革新である。コンピュータの性能は当時から

は比べものにならないほど進化しており，大容量のデータ
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を瞬時に分析することが可能となっている。「ビッグデー

タ」の可能性がさかんに指摘される所以である。また，イ

ンターネットが発達し，同一の学習条件の学習データを大

規模に得ることが可能となったことも，データ解析精度を

大幅に向上させている。これまでは手作りした学習モ

ジュールをごく一握りの被験者に使用してもらい（多くの

場合は，自分が担当するクラスの学生），そのデータのみが

分析対象であったのに対して，MOOC は一講座あたり数万

人が全世界から学習する。MIT やハーバード大学，スタン

フォード大学といった米国のエリート大学は，こうした学

習データの解析（“ラーニング・アナリティクス”）こそが

教育面の 21 世紀の革新的ブレークスルーになると考え，

MOOC を推進する傍ら，精力的な研究活動を行っている。 

もう一つ当時と異なるのは，高等教育のマス化，ユニバー

サル化の世界的な進行である。知識基盤社会の到来ととも

に，大学進学率の拡大が各国政府の政策課題となり，21 世

紀初頭には世界主要国の多くが，マーチン・トロウのいう

高等教育のマス段階（大学進学率 15％以上），ユニバーサ

ル段階（大学進学率 50％以上）に突入した 19)。マス化し

た高等教育において学生は，当初の，選抜されたエリート

として学ぶ意欲の高かった学生層から，より消費的に，授

業料への対価としてのサービスを高等教育に求める学生層

へとなる。また学生の学力や大学に進学する目的も多様化

し，画一的な授業では，個々の学生に対応することが難し

くなっている。しかも高等教育がマス化しているため，100
名超のクラスサイズも多く，学生に対して教員の目配りが

効かなくなっている。このため，ICT 技術を利用して，自

動的に個々の学習者の特性に応じた教育プログラムを提供

できる仕組みが，これまでないほどに脚光を浴びているの

である。 
アリゾナ州立大学はこうした側面において全米で最も先

駆的な大学と言われており，個々の学生の進度に応じて学

習内容や学習スピードを変えることのできるアダプティブ

型のリメディアル教育を提供するほか 20)，過去の学生の特

性に照らし，個々の学生の学術面の強みや弱みに応じて学

生の科目やメジャー選択を機械的に支援する eAdvisor と

いうシステムを導入している 21)。 
学生の学習過程に関するデータを分析し，個々の学生に

応じた学習支援に活かすということに期待が集まっている

一方で，個人情報保護といった観点から，そのデータが誰

のものなのか，ということも機微な問題となっている。こ

れまで学生の成績データは，機密性の高いデータとして大

学等教育機関により極めて慎重に扱われてきた。ところが

MOOC などのオンライン教育モジュールやラーニング・マ

ネジメント・システムが用いられるようになると，学生の

学習過程のデータはデータベース・システム上に蓄積され

ることになる。一方，このデータベース・システムは外部

ベンダーにより提供・運営されていることが多い。MOOC
であれば，“Coursera”や“edX”などの MOOC プラット

フォームなどが用いられ，上述のアリゾナ州立大学であれ

ばリメディアル教育はアダプティブ技術を提供する

Knewton 社，その背後には世界的教育サービス企業である

ピアソン社が関与している 22)。これら企業は無論，学生や

受講者の学習データを大学側に提供するとはしているが，

生データはこれら企業の元にあり，またこれら企業はこの

データ分析により製品の向上を図るため，ベンダー企業の

方が大学より常に，精度の高いデータを保有している状況

である。学生の学習状況について，学生を預かる大学以上

に，企業が深い理解を有していて良いのだろうか？間違っ

た使われ方をすることはないか？これを嫌って，MOOC の

生みの親であり，すでに 240 以上の MOOC を製作してい

るスタンフォード大学などは，自大学で MOOC プラット

フォーム“OpenedX”をホストして，MOOC を運営して

いる。 

6．まとめ－デジタル時代の大学教育 

オンライン教育の出現によるオープンな教育，大学代替

の可能性，パーソナル化された教育提供の可能性，アクティ

ブ・ラーニングを育むブレンド型学習の有効性などは，計

算機やインターネットの発達とともに度重ねて指摘されて

きたことである。そのたびに，認知科学や教育工学の研究

者，そして社会や行政，教育機関が期待を高め，一時期う

ねりが来るが，結局は，従来からの教室における対面教育

といった基本形から大きく離れることはなく，その波は消

えていった。たとえば MIT が 2001 年に発表した OCW は，

OCW だけでなく，e-ラーニング全般について一大ブーム

を起こしたが，結局は下火となっている。2003 年に出版さ

れた吉田文の「アメリカ高等教育における e ラーニング―

日本への教訓」23)の記述などをみると，当時の動向は，10
年後の MOOC に伴い起きた動きと酷似する。 

MOOC についてはどうか？MOOC については，これま

でオンライン教育に積極的に取り組むことはほぼあり得な

かったエリート大学が，単位や修了証を伴うかたちでオン

ライン教育に乗り出したことで，もはや後戻りできない一

線を越えたと評価する声が多い。実際，MOOC という形で

はないにせよ，エリート大学を含む一定数の大学が，オン

図 4 学習ログ，ライフログを用いるラーニング・アナリティク

ス（イメージ図） 
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ライン教育あるいはブレンド型学習による教育プログラム

を新たに提供開始する動きがみえる。特に IT や看護 24)，

ビジネス 25)などの専門職業領域におけるプログラム開発

が進んでいる。授業料収入が見込めること，自身のキャリ

アにつなげようという意欲が受講者側にあること，忙しい

社会人を対象としており通学不要のオンラインであること

に意味があることなどの条件が重なっている。産業側から

のニーズもあり，投資や寄付の可能性のある，実質的なプ

ログラム開発・運営が見込める。 
MOOC 自体は一過性のものに終わる可能性も高いし，

MOOC により誘発されたオンライン教育の取り組みも場

合によっては，再び沈静化する可能性はある。しかし，こ

うした幾多の波により，ノウハウやインフラ，人材は徐々

に蓄積し，またその間の技術発展や社会の成熟により，そ

の前の波が達し得なかった域に毎回至る。また過去には，

アイディアとしてしか語られなかった「デジタル時代にお

ける世界」が，気がついてみたら着実に実現していること

に気づかされることも多い。 
本稿で紹介した，デジタル空間に移行した大学教育，あ

るいはデジタル空間と物理的空間を有機的に連携させた教

育も着実に，実現に向かっている。重要なのは，MOOC や

OCW などを一過性のもとしてやり過ごすのではなく，流

行のたびに少しずつ取り組みを行い，来るデジタル時代の

世界に備えて，少しずつでも着実に，ノウハウやインフラ

を蓄積していくことであろう。 
 
謝辞：本研究は JSPS 科研費 25590219 の助成を受けた

ものです。 
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